
がん検診について

がんについて知ってほしいこと

～５つのワークショップ～



検診は、治療ではないので、健康保険
が使えません。通常は以下のとおり全
額自己負担となります。

検診名
医療機関で実施し
た時の一人あたり

の検査費用

胃がん
（内視鏡）

１５，４７６円

肺がん ５，３１３円

大腸がん ４，２１２円

子宮がん ８，００２円

乳がん
（マンモグラフィ）

５，８１０円

受診者の
自己負担金

１，０００円

200円

300円

500円

900円

堺市の
制度を
使うと！

残りの
検査費用は

堺市が負担

また、６５歳以
上（胃、子宮、
乳は６６歳以
上）であれば

無料



○予約方法 保健センターへ電話などで申し込み
○検査内容 問診、胃部エックス線間接撮影
○自己負担金 500円（６６歳以上、市民税非課税世帯等の方は無料）

胃がん検診 対象者：満50歳以上の偶数年齢の堺市民

○検診車：保健センター、地域会館で実施

○医療機関：お近くの医療機関で実施

○予約方法 医療機関へ電話などで申し込み
○検査内容 問診、胃部エックス線直接撮影または、

胃内視鏡検査（選択制）
○自己負担金 １，０00円（６６歳以上、市民税非課税世帯等の方は無料）

受
診
し
た
い
場
所
を
選
択

検査前日の食事は、午後10時までに済ませてください。
検査当日は、起床時より食事・水・薬（血圧を下げる薬は除く）・その他の飲料物を取らないでく
ださい。

平成２８年

１０月から新たに
開始！！



○予約方法 予約不要（直接会場へ）
○検査内容 問診、胸部エックス線直接撮影、

たんの検査（※１）
○自己負担金 無料（たんの検査は４００円必要（６５歳以

上、市民税非課税世帯等の方は無料））

肺がん検診 対象者：満４０歳以上の堺市民

○検診車：保健センター、地域会館で実施

○医療機関：お近くの医療機関で実施

○予約方法 医療機関へ電話などで申し込み
○検査内容 問診、胸部エックス線直接撮影、

たんの検査（※１）
○自己負担金 ２00円（たんの検査は４００円必要（６５歳以上、市民税非課税世帯等の方は無

料））

受
診
し
た
い
場
所
を
選
択

※１ たんの検査の対象者（①又は②に該当する方）は予約が必要です。
①喫煙指数（1日に吸うたばこの本数×喫煙年数）＝400以上の方
②6か月以内に血の混じった「たん」が出た方

平成２８年

１０月から
新たに開
始！！



○予約方法 保健センターへ電話などで申し込み
（胃がん検診と同時に実施）

○検査内容 問診、便潜血検査（２日法）
○自己負担金 ３００円（６５歳以上、市民税非課税世帯等の方は無料）

大腸がん検診 対象者：満４０歳以上の堺市民

○保健センター、地域会館で実施

○医療機関：お近くの医療機関で実施

○予約方法 医療機関へ電話などで申し込み
○検査内容 問診、便潜血検査（２日法）
○自己負担金 ３００円（６５歳以上、市民税非課税世帯等の方は無料）

受
診
し
た
い
場
所
を
選
択

平成２８年

１０月から新た
に開始！！

＜受診の流れ＞
1 採便キットを、受診する医療機関もしくは保健センターから受け取る
2 採便キットを用いて、2日分の便を採取する。
3 採便後の採便キットを受診日に提出する。



子宮がん検診 対象者：満２０歳以上の偶数年齢の女性の堺市民

○医療機関：お近くの医療機関で実施

○予約方法 医療機関へ電話などで申し込み
○検査内容 問診、視診、内診、子宮頸部の細胞診、

子宮体部の細胞診（必要な方のみ）
○自己負担金 500円（６6歳以上、市民税非課税世帯等の方は無料）

乳がん検診
対象者：満30～39歳の女性の堺市民

満40歳以上の偶数年齢の女性の堺市民

○医療機関：お近くの医療機関で実施

○予約方法 医療機関へ電話などで申し込み
○検査内容・自己負担金

満30～39歳：問診、視診・触診 ４００円（市民税非課税世帯等の方は無料）

満40歳以上の偶数年齢：問診、視診・触診、マンモグラフィ
９00円（６6歳以上、市民税非課税世帯等の方は無料）



胃がんリスク検査 対象者：満４０歳以上４９歳以下の堺市民

○医療機関：お近くの医療機関で実施

○予約方法 医療機関へ電話などで申し込み
○検査内容 問診、血液検査（ヘリコバクター・ピロリ、

ペプシノゲン）
○自己負担金 １，０00円（市民税非課税世帯等の方は無料）

平成２８年

１０月から新た
に開始！！

胃がんリスク検査は、ペプ

シノゲン検査とヘリコバク

ター・ピロリ抗体検査によ

り、胃がんなりやすいかの

リスクを調べる検査です。

「がんを見つける検査」で

はありません。



がんは2人に1人がなる病気です。
定期的に、がん検診を受けましょう！！

がん検診を受診して
がんが見つかった人
の方が、５年後の生
存率が高くなってい
ます。

詳しくは、検診
コーナーへ

大腸がん検査キット
の使い方、バリウ

ム・発泡剤もありま
す。


